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「
ふ
る
さ
と
」と
は
？

「
う
さ
ぎ
追
い
し
か
の
山　

小
鮒

つ
り
し
か
の
川　

夢
は
い
ま
も　

め
ぐ
り
て　

忘
れ
が
た
き
故ふ

る
さ
と郷
」

 

（
尋
常
小
学
唱
歌
、
大
正
三
年
六
月
）。

こ
の
唱
歌
を
知
っ
て
い
る
人
は

い
ま
ど
れ
ほ
ど
い
る
だ
ろ
う
か
。

耳
に
し
た
こ
と
は
あ
っ
て
も
実
感

が
わ
か
な
い
と
言
う
人
が
大
部
分

で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
し
て
都
会

に
住
ん
で
い
る
ひ
と
に
お
い
て
お

や
。ち

な
み
に
大
正
三
年
は
一
九
一

四
年
で
、
一
〇
五
年
も
前
で
あ
る
。

今
の
こ
の
国
に
は
、
野
う
さ
ぎ

の
い
る
山
は
相
当
奥
地
に
し
か
な

か
ろ
う
し
、
小
鮒
の
い
る
小
川
も

ご
く
少
な
く
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。

こ
の
唱
歌
の
二
番
目
は
、「
い

か
に
い
ま
す
父
母　

恙つ
つ
が

な
し
や

友
が
き　

雨
に
風
に
つ
け
て
も　

思
い
い
ず
る
故
郷
」、
そ
し
て
三

番
は
「
こ
こ
ろ
ざ
し
を
果
た
し
て

　

い
つ
の
日
に
か
帰
ら
ん　

山
は

あ
お
き
故
郷　

水
は
清
き
故
郷
」

で
あ
る
。

私
は
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
生

ま
れ
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
唱
歌
が

創
ら
れ
た
一
六
年
後
の
産
で
あ
る
。

だ
か
ら
物
心
つ
い
た
頃
に
は
、
大

人
た
ち
が
こ
の
歌
を
歌
う
の
を
聞

い
て
自
然
に
憶
え
、
口
に
し
て
い

た
と
思
う
。

こ
の
唱
歌
全
体
か
ら
感
じ
る
の

は
、
心
な
ら
ず
も
故
郷
を
離
れ
て

遠
く
の
地
に
住
み
働
い
て
い
た
人

の
心
情
で
あ
る
。

私
は
宮
城
県
は
気
仙
沼
市
（
当

時
は
気
仙
沼
町
）
の
生
ま
れ
で
あ
る

が
、
幼
少
の
頃
お
世
話
に
な
っ
た

お
姉
さ
ん
（
女
中
さ
ん
）
は
、
和
歌

山
県
に
行
っ
て
働
い
た
こ
と
の
あ

る
人
で
あ
り
、
彼
女
の
歌
っ
た

「
二
つ
と
せ　

ふ
る
さ
と
離
れ
て

き
た
か
ら
に
ゃ　

二
年
経
た
な
き

ゃ　

帰
ら
れ
ぬ
」
と
い
う
何
と
も

哀
愁
に
み
ち
た
歌
は
、
お
姉
さ
ん

の
姿
と
と
も
に
今
だ
に
忘
れ
る
こ

と
は
な
い
。

「
ふ
る
さ
と
」
と
い
う
語
感
の
響

き
は
誰
に
と
っ
て
も
「
懐
か
し

い
」
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

「
ふ
る
さ
と
」
は
、
漢
字
で
は

「
古
里
・
故
郷
」
で
あ
り
、
①
古
く

な
り
荒
れ
は
て
た
土
地
。
昔
、
都

な
ど
の
あ
っ
た
土
地
。
古
跡
。
旧

都
。
②
自
分
が
生
れ
た
土
地
。
郷

里
。
故
郷
。
③
か
つ
て
住
ん
だ
こ

と
の
あ
る
土
地
。
ま
た
な
じ
み
深

い
土
地
、
を
意
味
す
る
。

「
故
郷
」
と
言
え
ば
ア
メ
リ
カ
の

歌
謡
作
家
・
作
曲
家
の
フ
ォ
ス
タ

ー
（
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
コ
リ
ン
ズ
・
フ
ォ

ス
タ
ー　

一
八
二
六
〜
六
四
）
の
「
故

郷
の
人
々
」
を
思
い
だ
す
人
も
少

な
く
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

「
１　

は
る
か
な
る
ス
ワ
ニ
ー
河

　

岸
辺
に
老
い
し
わ
が
父ち

ち

母は
は　

わ

れ
を
待
て
り　

は
て
し
な
き
道
を

ば　

さ
す
ろ
う　

身
に
は
な
お
慕し

た

わ
し　

里
の
家
路

寂
し
き
旅
を　

重
ね
ゆ
け
ば　

た
だ
な
つ
か
し　

遠
き
わ
が
故

郷
」、「
２　

麦
実
る　

畑
に
歌
い

し　

若
き
日
の
思
い
よ　

今
い
ず

こ　

は
ら
か
ら
と
む
つ
み
し　

祈

り
ふ
し
母
の
手
に　

遊
び
し
日
の

恋
し
き　

寂
し
き
旅
を
重
ね
ゆ
け

ば　

た
だ
な
つ
か
し　

遠
き
わ
が

故
郷
」（
一
八
五
一
年
、
フ
ォ
ス
タ
ー
二

五
歳
の
時
の
作
。
日
本
で
は
明
治
二
一
年

﹇
一
八
八
八
﹈『
明
治
唱
歌
』
㈡
に
掲
載
）。

わ
が
国
の
「
ふ
る
さ
と
」
と
ア

メ
リ
カ
の
「
故
郷
の
人
々
」
と
は
、

時
代
も
場
所
も
異
な
る
の
に
、
内

容
的
に
は
ど
こ
か
重
な
っ
て
い
る

の
を
感
じ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

「
ふ
る
さ
と
」
の
不
思
議
さ
で
あ

る
。私

が
「
ふ
る
さ
と
」
に
つ
い
て

書
き
た
い
と
思
う
に
い
た
っ
た
動

機
は
、
小
学
校
の
同
級
生
で
あ
っ

た
親
し
い
友
人
の
Ｋ
君
が
送
っ
て

く
れ
た
同
級
会
に
関
す
る
資
料
を

目
に
し
た
こ
と
に
あ
る
。

私
が
大
学
入

学
の
た
め
に
上

京
し
た
の
は
昭

和
二
六
年
（
一

九
五
一
）
で
あ
っ

た
が
、
卒
業
後

は
い
ろ
い
ろ
な

事
情
も
あ
っ
て

故
郷
に
は
ほ
と

ん
ど
帰
っ
て
い

な
い
。
一
、
二

度
親
戚
の
葬
儀

の
際
に
帰
郷
し

た
き
り
で
あ
る
。

三
歳
の
と
き
に

孤
児
に
な
っ
た

私
を
育
て
て
く

れ
た
の
は
母
方

の
祖
父
母
と
伯

父
・
伯
母
で
あ

る
。
こ
の
人
た

ち
も
み
な
仏
国

土
に
行
っ
て
し

ま
っ
た
。
い
と
こ
は
い
る
が
、
不

義
理
が
続
く
と
逢
い
難
く
な
る
も

の
で
あ
る
。

Ｋ
君
は
小
学
校
時
代
に
私
の
親

友
で
あ
っ
た
。
彼
は
父
の
仕
事
の

窯よ
う

業ぎ
ょ
う

を
発
展
さ
せ
、
今
日
で
は
日

本
有
数
の
会
社
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ

る
。こ

の
正
月
に
賀
状
を
送
っ
た
ら
、

小
学
校
の
同
級
生
の
会
「
十
二
和

会
」（
昭
和
一
二
年
の
入
学
者
の
会
）
の

名
簿
と
同
級
会
の
と
き
撮
っ
た
写

真
数
葉
を
送
っ
て
く
れ
た
。

写
真
を
眺
め
て
い
る
う
ち
に
、

思
わ
ず
涙
を
流
し
て
し
ま
っ
た
。

み
な
お
爺
、
お
婆
に
な
っ
た
け
れ

ど
も
、
昔
の
面
影
を
と
ど
め
て
い

る
。
私
の
思
い
は
瞬
時
に
八
〇
余

年
の
時
を
超
え
て
、
あ
の
頃
の

「
ふ
る
さ
と
」
の
人
に
な
っ
て
し

ま
っ
て
い
た
。

「
ふ
る
さ
と
」
は
考
え
る
も
の
で

は
な
く
、「
感
じ
る
と
こ
ろ
」
だ

と
つ
く
づ
く
感
じ
た
。

ふ
る
さ
と
の
山
は 

有
り
難
き
か
な

「
ふ
る
さ
と
の
山
に
む
か
い
て
言

う
こ
と
な
し　

ふ
る
さ
と
の
山
は

有
り
難
き
か
な
」
と
詠
ん
だ
の
は
、

岩
手
県
生
れ
の
歌
人
石
川
啄
木
で

あ
り
、
有
り
難
い
山
は
岩
手
山

（
海
抜
二
〇
三
八
メ
ー
ト
ル
）
で
あ
っ
た
。

盛
岡
市
北
西
に
あ
る
成
層
火
山
で

あ
る
。
岩
手
を
訪
ね
た
と
き
に
何

度
も
目
に
し
た
山
で
あ
る
が
、
私

に
は
格
別
ど
う
こ
う
言
い
た
い
ほ

ど
の
山
で
は
な
か
っ
た
。
啄
木
が

岩
手
山
を
有
り
難
い
と
感
じ
た
の

は
、
何
に
も
増
し
て
そ
れ
が
「
ふ

る
さ
と
」
の
山
で
あ
っ
た
か
ら
で

は
な
か
っ
た
か
。
彼
は
天
才
作

家
・
詩
人
で
あ
っ
た
が
、
二
六
歳

で
夭
逝
し
て
い
る
。

「
や
わ
ら
か
に
柳
青
め
る
北
上
の

岸
辺
目
に
見
ゆ　

泣
け
と
ご
と
く

に
」
は
、
東
京
で
病
み
、
故
郷
に

帰
る
際
に
汽
車
の
窓
か
ら
目
に
し

た
北
上
川
の
、
早
春
の
風
景
を
詠

ん
だ
も
の
だ
ろ
う
か
。

北
上
川
は
岩
手
県
中
部
に
発
し
、

奥
羽
山
脈
と
北
上
山
地
の
間
を
南

流
し
、
宮
城
県
の
石
巻
湾
に
注
ぐ

大
河
で
あ
る
。
私
が
気
仙
沼
に
帰

る
と
き
眺
め
た
北
上
川
は
い
つ
も

濁
っ
て
泥
色
で
あ
っ
た
。

「
ふ
る
さ
と
」
を
想
う
と
き
ま
ず

頭
に
浮
か
ぶ
の
は
、
こ
の
国
で
は

山
と
川
と
海
で
は
な
か
ろ
う
か
。

毎
年
春
に
甲
子
園
で
開
催
さ
れ

る
全
国
選
抜
高
校
野
球
大
会
に
出

場
し
た
球
児
た
ち
が
高
ら
か
に
歌

う
校
歌
の
歌
詞
の
多
く
は
、
必
ず

と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
「
ふ
る
さ

仏
教

企
画
通 信

発行所│有限会社  仏教企画
	 〒252-0116
	 神奈川県相模原市緑区城山4-2-5
	 Tel. 042-703-8641
	 Fax.042-782-5117

発行人│有限会社  仏教企画代表　藤木隆宣

Email │fujiki@water.ocn.ne.jp

発行日│
令和2年1月1日

「ふるさと」について
駒澤大学名誉教授 

佐々木宏幹

58



3 2　第58号令和2年 （2020年）1月1日 令和2年 （2020年） 1月1日第58号仏 教 企 画 通 信 仏 教 企 画 通 信

１
．
千
手
経
群
に
つ
い
て

大
悲
心
陀
羅
尼
は
『
千
手
経
』

（『
千
手
千
眼
觀
世
音
菩
薩
廣
大
圓
滿
無
礙

大
悲
心
陀
羅
尼
經
』）
の
一
部
な
の
で
、

も
と
の
『
千
手
経
』
の
解
説
か
ら

始
め
て
み
た
い
。
本
経
は
千
手
千

眼
と
い
う
経
題
に
あ
る
よ
う
に
、

千
手
観
音
の
信
仰
を
説
く
経
典
で

あ
る
が
、
こ
の
千
手
観
音
に
関
連

す
る
文
献
群
を
漢
訳
大
蔵
経
の
定

番
で
あ
る
大
正
新
修
大
蔵
経
（
第

二
〇
巻
）
か
ら
上
げ
て
み
る
と
、
以

下
の
十
五
種
類
の
経
典
が
収
録
さ

れ
て
い
る
。

①
不
空
訳
『
金
剛
頂
瑜
伽
千
手
千

眼
觀
自
在
菩
薩
修
行
儀
軌
經
』

（
大
正
蔵N

o.1056

）

②
智
通
訳
『
千
眼
千
臂
觀
世
音
菩

薩
陀
羅
尼
神
呪
經
』（
大
正
蔵N

o. 
1057A

）

③
智
通
譯
『
千
眼
千
臂
觀
世
音
菩

薩
陀
羅
尼
神
呪
經
』 （N

o. 
1057B

）

④
菩
提
流
志
譯
『
千
手
千
眼
觀
世

音
菩
薩
姥
陀
羅
尼
身
經
』（N

o. 
1058 

）

⑤
伽
梵
達
摩
譯
『
千
手
千
眼
觀
世

音
菩
薩
治
病
合
藥
經
』 （N

o. 
1059

）

⑥
伽
梵
達
摩
譯
『
千
手
千
眼
觀
世

音
菩
薩
廣
大
圓
滿
無
礙
大
悲
心

陀
羅
尼
經
』 （N

o. 1060

） 

⑦
金
剛
智
譯
『
千
手
千
眼
觀
自
在

菩
薩
廣
大
圓
滿
無
礙
大
悲
心
陀

羅
尼
呪
本
』 （N

o. 1061

）

⑧
金
剛
智
譯
『
千
手
千
眼
觀
世
音

菩
薩
大
身
呪
本
』（N

o. 1062A

）

⑨
金
剛
智
譯
『
世
尊
聖
者
千
眼
千

首
千
足
千
舌
千
臂
觀
自
在
菩
提

薩
埵
怛
嚩
廣
大
圓
滿
無
礙
大
悲

心
陀
羅
尼
』（N

o. 1062B
 

）

⑩
失
譯
『
番
大
悲
神
呪
』 （N

o. 
1063

）

⑪
不
空
譯
『
千
手
千
眼
觀
世
音
菩

薩
大
悲
心
陀
羅
尼
』（N

o. 1064

）

⑫
三
昧
蘇
嚩
羅
譯
『
千
光
眼
觀
自

在
菩
薩
祕
密
法
經
』（N

o. 1065

）

⑬
不
空
譯
『
大
悲
心
陀
羅
尼
修
行

念
誦
略
儀
』（N

o. 1066

）

⑭
不
空
譯
『
攝
無
礙
大
悲
心
大
陀

羅
尼
經
計
一
法
中
出
無
量
義
南

方
滿
願
補
陀
洛
海
會
五
部
諸
尊

等
弘
誓
力
方
位
及
威
儀
形
色
執

持
三
摩
耶
幖
幟
曼
荼
羅
儀
軌
』

（N
o. 1067

）

⑮
善
無
畏
譯
『
千
手
觀
音
造
次
第

法
儀
軌
』（N

o. 1068

）

こ
れ
ら
は
す
べ
て
千
手
観
音
に

関
連
す
る
千
手
経
の
異
本
異
訳
で

あ
る
が
、
こ
こ
で
は
最
新
の
田
中

公
明
（2019

）
を
参
考
に
、
こ
れ

ら
の
テ
キ
ス
ト
を
簡
単
に
概
略
し

て
お
き
た
い
。

①
は
、
不
空
訳
（705

―774

）
で

あ
り
、
金
剛
界
曼
荼
羅
を
説
く

『
金
剛
頂
経
』
系
統
の
儀
軌
（
密
教

儀
礼
の
執
行
規
定
お
よ
び
、
諸
尊
の
造
像
、

供
養
、
呪
文
の
読
誦
な
ど
の
修
法
の
方
法

を
記
し
た
も
の
）
で
あ
る
。

②
の
智
通
訳
（
七
世
紀
前
半
）
は

最
も
成
立
が
古
い
。
そ
の
序
文
に

は
唐
初
時
代
の
千
手
観
音
の
信
仰

に
つ
い
て
の
叙
述
が
あ
り
、
貴
重

な
情
報
と
な
っ
て
い
る
。
③
も
智

通
訳
の
別
本
で
あ
る
。

④
菩
提
流
支
訳
（N

o. 1058 

）
は
、

合
掌
手
を
含
む
十
八
の
正
大
手
を

も
つ
千
手
観
音
を
説
い
て
い
る
。

⑥
の
伽
梵
達
摩
訳
は
『
千
手
経
』

と
い
わ
れ
、
後
世
に
最
も
影
響
を

与
え
て
い
る
経
典
で
あ
り
、
本
稿

で
こ
の
経
を
中
心
論
じ
て
ゆ
く
。

お
な
じ
く
⑤
の
伽
梵
達
摩
訳
『
治

病
合
薬
経
』（N

o. 1059

）
は
、
本

経
に
付
属
す
る
儀
軌
で
あ
る
。

⑦
⑧
金
剛
智
訳
（（N

o. 1061

と

N
o. 1062

）
は
『
千
手
経
』
か
ら
ダ

ラ
ニ
部
分
だ
け
を
抜
き
出
し
た
文

献
で
す
。
伽
梵
達
摩
訳
に
較
べ
る

と
、
増
広
さ
れ
た
ダ
ラ
ニ
と
な
っ

て
い
て
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
正

確
さ
も
増
し
て
い
る
。
次
回
か
ら

扱
う
翻
訳
に
も
、
こ
の
不
空
訳
を

大
い
に
参
照
し
た
。

不
空
に
仮
託
さ
れ
た
⑪
（N

o. 
1064

）
は
、
⑥
伽
梵
達
摩
訳
『
千

手
経
』（N
o. 1060

）
の
要
点
だ
け

を
抽
出
し
、『
大
悲
呪
』
の
文
句

を
種
々
の
尊
格
に
当
て
は
め
、

「
四
十
手
法
」
の
各
手
に
図
像
の

挿
入
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
四

十
手
の
名
称
と
形
状
が
わ
か
る
と

い
う
。

⑫
三
昧
蘇
嚩
羅
訳
（N

o. 1065

）

は
、『
千
光
眼
経
』
と
も
い
わ
れ
、

『
千
手
経
』
と
類
似
し
た
「
四
十
手

法
」
を
説
く
が
、
四
十
手
を
金
剛

頂
経
系
統
の
五
部
や
五
種
法
に
配

当
す
る
な
ど
よ
り
発
達
し
た
形
態

を
示
し
て
い
る
。

⑭
不
空
訳
（N

o. 1067

）
は
『
摂

無
礙
経
』
あ
る
い
は
『
補
陀
落
海

会
軌
』
と
略
称
さ
れ
る
。
本
経
は

通
常
の
千
手
観
音
で
説
か
れ
る
十

一
面
で
は
な
く
、
五
百
面
を
も
ち
、

左
右
の
菩
薩
面
と
瞋
怒
面
と
の
合

計
で
千
眼
を
も
つ
と
説
い
て
い
る
。

ま
た
千
手
観
音
の
左
右
に
各
十
九

本
の
手
に
印
相
と
持
物
を
も
ち
、

そ
の
他
に
両
手
で
蓮
華
合
掌
と
禅

定
印
を
結
ぶ
四
手
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
全
部
で
四
十
二
手
と
な
る
。

し
か
し
、
実
際
に
は
こ
の
よ
う

な
実
作
例
は
困
難
だ
っ
た
の
で
、

二
十
七
面
四
十
二
手
の
尊
像
で
代

用
し
、
こ
れ
を
「
三
面
千
手
」
と

通
称
し
て
い
る
。
こ
の
形
態
の
千

手
観
音
像
は
本
経
に
由
来
す
る
独

自
の
も
の
と
し
て
重
視
さ
れ
て
い

る
。⑮

善
無
畏
訳
（N

o. 1068

）
は
、

二
十
八
部
衆
の
所
依
の
経
典
と
し

て
し
ば
し
ば
参
照
さ
れ
る
。
本
経

は
中
国
に
大
日
経
系
の
密
教
の
伝

承
し
た
善
無
畏
に
仮
託
さ
れ
た
も

の
と
さ
れ
て
い
る
。

以
上
が
「
千
手
経
」
グ
ル
ー
プ

に
属
す
る
経
典
群
で
あ
る
が
、
こ

の
中
で
通
称
「
千
手
経
」
と
呼
ば

れ
る
の
が
、
⑥
伽
梵
達
摩
譯 （N

o. 
1060

）
で
あ
る
。

２
．
千
手
経
の
解
説

伽
梵
達
摩
訳
『
千
手
経
』
は
、

序
分
、
正
宗
分
、
流
通
分
を
い
う

三
部
分
を
も
っ
た
経
典
の
形
態
を

備
え
、
千
手
観
音
の
信
仰
を
説
く

経
典
の
中
で
、
東
ア
ジ
ア
で
最
も

広
く
流
通
し
た
重
要
な
経
典
で
あ

る
。
本
経
の
中
に
「
広
大
円
満
無

礙
大
悲
心
陀
羅
尼
」（
大
悲
心
陀
羅

尼
）
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
こ
の

部
分
が
現
在
の
禅
宗
等
の
常
用
経

典
に
も
な
っ
て
い
る
。

こ
の
経
典
は
、
釈
迦
牟
尼
仏
が
、

補
陀
落
迦
山
に
あ
る
観
世
音
菩
薩

の
宮
殿
で
あ
る
宝
荘
厳
道
場
に
て
、

宝
獅
子
座
と
い
う
瞑
想
を
し
て
い

た
。
そ
の
時
、
仏
は
総
持
陀
羅
尼

を
演
説
し
よ
う
と
さ
れ
、
総
持
王

菩
薩
を
始
め
と
す
る
無
数
の
菩
薩
、

摩
訶
迦
葉
を
リ
ー
ダ
ー
と
す
る
大

声
聞
た
ち
、
多
く
の
神
々
や
八
部

衆
、
自
然
界
の
神
々
な
ど
の
対
告

衆
を
前
に
し
て
い
た
。
以
上
が
本

経
の
序
文
で
あ
る
。

次
い
で
正
宗
分
で
あ
る
が
、
そ

の
最
初
に
観
世
音
菩
薩
の
登
場
が

次
の
よ
う
に
描
か
れ
る
。

そ
の
集
会
の
中
に
観
世
音
菩
薩

が
お
ら
れ
、
神
通
に
よ
っ
て
大
光

明
を
放
つ
と
、
三
千
大
千
世
界
が

金
色
に
輝
き
、
世
界
は
震
れ
動
い

た
。
そ
れ
を
不
思
議
に
思
っ
た
総

持
王
菩
薩
が
そ
の
理
由
を
釈
迦
牟

尼
仏
に
尋
ね
た
。
す
る
と
釈
迦
牟

尼
仏
が
、
そ
の
大
光
明
は
観
世
音

自
在
菩
薩
が
放
っ
た
も
の
で
あ
り
、

こ
の
菩
薩
は
無
量
劫
か
ら
大
慈
大

悲
を
備
え
、
無
量
の
陀
羅
尼
を
修

得
し
て
い
る
こ
と
を
明
か
し
た
。

そ
こ
で
観
世
音
菩
薩
は
そ
の
座

か
ら
立
ち
上
が
り
、
仏
に
向
か
っ

て
合
掌
し
、
以
下
の
よ
う
な
十
種

の
利
他
の
た
め
に
、「
大
悲
心
陀

羅
尼
」
を
説
く
こ
と
を
仏
に
願
い

出
る
。

⑴
諸
々
の
衆
生
に
安
楽
を
得
さ
せ

ん
が
為
に
、

⑵
一
切
の
病
を
除
か
ん
為
に
、

⑶
寿
命
を
得
さ
せ
ん
為
に
、

⑷
富
裕
を
得
さ
せ
ん
為
に
、

⑸
一
切
の
悪
業
重
罪
を
滅
除
さ
せ

ん
が
為
に
、

⑹
障
礙
を
離
れ
さ
せ
ん
が
為
に
、

⑺
一
切
の
白
法
の
功
徳
を
増
長
さ

せ
ん
が
為
に
、

⑻
一
切
の
善
根
を
成
就
さ
せ
ん
が

為
に
、

⑼
一
切
の
畏
怖
を
遠
離
さ
せ
ん
が

と
」
の
山
、
川
、
海
に
触
れ
て
い

る
。私

が
感
銘
を
受
け
た
の
は
、
北

海
道
に
あ
る
東
海
大
学
付
属
札
幌

高
校
（
旧
東
海
大
学
附
属
第
四
高
校
）

の
校
歌
で
あ
り
、
歌
詞
は
同
大
学

創
立
者
の
松
前
重
義
氏
の
手
に
成

る
。

「
寒
流
洗
う
北
洋
の　

空
に
北
斗

の
さ
ゆ
る
と
こ　

見
よ
北
道
に
光

あ
り　

こ
れ
ぞ
東
海
わ
が
母
校
」

と
い
う
も
の
で
、
曲
が
ま
た
素
晴

ら
し
い
。
こ
こ
数
年
出
て
こ
な
い

の
が
寂
し
い
。

私
が
出
た
高
校
の
校
歌
は
こ
う

で
あ
っ
た
。

「
遠
く
は
雲
上
の
室
根
山　

高
さ

を
学
べ
と
聳
え
た
り　

近
く
は
蒼

波
の
鼎
浦　

清
さ
を
学
べ
と
湛
え

た
り
」。
室
根
山
は
海
抜
八
九
五

メ
ー
ト
ル
で
、
ふ
る
さ
と
の
ど
こ

か
ら
で
も
見
え
た
。
私
が
学
ん
だ

小
学
校
か
ら
は
手
長
山
（
五
四
一
メ

ー
ト
ル
）
が
仰
が
れ
た
。
遠
足
の
多

く
は
こ
の
山
で
あ
り
、「
ふ
る
さ

と
」
の
象
徴
と
言
っ
て
も
い
い
存

在
で
あ
っ
た
。

小
学
二
年
生
の
と
き
で
あ
っ
た

か
、
初
め
て
こ
の
山
に
登
っ
た
。

体
の
弱
か
っ
た
私
は
、
友
だ
ち
に

手
を
引
か
れ
、
青
息
吐
息
で
頂
上

に
立
っ
た
。
そ
の
途
端
、
そ
れ
ま

で
の
苦
し
さ
辛
さ
は
ど
こ
か
へ
素

っ
飛
ん
で
し
ま
っ
た
。
眼
下
に
は

「
ふ
る
さ
と
」
の
あ
の
家
こ
の
家

が
玩お

も

具ち
ゃ

の
よ
う
に
見
え
、
遠
く
に

は
太
平
洋
が
果
て
し
も
な
く
拡
が

っ
て
い
た
。
生
れ
て
始
め
て
自
分

の
ち
っ
ぽ
け
さ
を
自
覚
し
た
瞬
間

で
も
あ
っ
た
。

山
は
（
海
も
そ
う
だ
ろ
う
が
）
そ
の

人
の
人
生
観
（
感
覚
）
に
大
き
な
影

響
を
与
え
る
存
在
で
あ
る
こ
と
は

間
違
い
あ
る
ま
い
。
と
く
に
「
ふ

る
さ
と
」
の
山
は｢

有
り
難
い｣

対
象
な
の
で
あ
る
。

「
有
り
難
う
」
と
か｢

有
り
難
う

ご
ざ
い
ま
す｣

と
い
う
言
葉
は
、

感
謝
の
意
を
示
す
挨
拶
語
で
あ
る
。

そ
の
意
味
に
は
、
①
存
在
が
稀
で

あ
る
、
②
生
き
が
た
い
、
③
す
ぐ

れ
て
い
る
、
立
派
で
あ
る
、
と
並

ん
で
④
ま
た
と
な
く
尊
い
、
も
っ

た
い
な
い
、
恐
れ
多
い
、
⑤
感
謝

し
た
い
、
⑥
本
当
に
恵
ま
れ
て
い

て
う
れ
し
い
な
ど
が
あ
り
、
④
、

⑤
、
⑥
は
相
手
・
対
象
に
た
い
す

る
「
宗
教
的
な
心
意
・
感
覚
」
を

示
唆
し
て
い
る
と
も
言
え
よ
う
。

仏
教
用
語
に
「
五
体
投
地
」
と

い
う
の
が
あ
る
。「
全
身
を
そ
の

前
に
投
げ
伏
し
て
、
仏
像
や
高
僧
、

師
僧
な
ど
に
礼
拝
す
る
こ
と
」
で

あ
る
。

私
の
子
供
の
頃
、
永
平
寺
の
貫

首
猊
下
が
わ
が
寺
に
来
ら
れ
た
こ

と
が
あ
る
。
奥
の
間
に
着
座
し
た

猊
下
に
た
い
し
て
、
住
職
外
数
名

の
僧
が
「
五
体
投
地
」
の
礼
拝
を

済
ま
せ
た
の
ち
、「
有
り
難
か
っ

た
な
あ
」
と
呟
き
合
っ
て
い
る
の

を
耳
に
し
て
、「
有
り
難
さ
」
な

る
心
情
の
何
か
を
感
得
し
た
こ
と

が
あ
る
。

石
川
啄
木
の
「
ふ
る
さ
と
の

山
」
は
ま
さ
し
く
宗
教
的
対
象
で

あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

「
ふ
る
さ
と
」 

あ
れ
こ
れ

「
故
郷
は
遠
く
に
あ
り
て
想
う
も

の
」
と
述
べ
た
の
は
、
た
し
か
石

川
県
は
金
沢
市
生
ま
れ
の
詩
人
・

作
家
、
室
生
犀
星
（
一
八
八
九
〜
一

九
六
二
）
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
う
。

『
愛
の
詩
集
』
や
『
幼
年
時
代
』
な

ど
を
残
し
た
。

氏
の
人
生
は
な
だ
ら
か
で
は
な

か
っ
た
。
私
生
児
と
し
て
生
れ
、

七
歳
の
と
き
に
真
言
宗
の
雨
宝
院

に
預
け
ら
れ
養
子
と
な
っ
て
室
生

姓
と
な
る
。
氏
に
は
「
夏
の
日
の

匹
夫
の
胎
に
生
れ
け
り
」
と
い
う

一
句
が
あ
る
。
私
が
若
い
頃
に
読

ん
で
感
銘
を
受
け
た
の
は
氏
の

「
性
に
目
ざ
め
る
頃
」
で
あ
る
。

男
の
子
が
女
性
に
関
心
を
も
ち
始

め
た
頃
の
体
験
記
で
あ
る
。

寺
参
り
に
く
る
若
い
女
性
た
ち

の
肉
体
の
あ
り
よ
う
が
知
り
た
く

て
、
本
堂
の
階
段
下
に
身
を
潜
め
、

覗
き
見
す
る
姿
の
描
写
だ
が
、
真

に
迫
っ
て
い
る
。
健
康
な
男
の
子

な
ら
強
弱
の
差
は
あ
れ
、
犀
星
に

似
た
異
性
へ
の
ド
キ
ド
キ
感
を
体

験
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

私
に
も
似
た
よ
う
な
経
験
が
あ
る
。

私
が
育
っ
た
お
寺
に
は
若
い
お

姉
さ
ん
が
二
人
い
た
。
一
七
、
八

歳
頃
か
と
思
う
が
二
人
と
も
私
の

目
に
は
綺
麗
な
人
た
ち
だ
っ
た
。

冬
の
長
い
東
北
で
あ
る
が
、
春

に
な
る
と
南
風
が
吹
き
、
野
も
山

も
一
気
に
活
気
づ
い
て
く
る
。
田

圃
に
は
後
に
肥
料
と
な
る
蓮
華
草

の
花
が
一
面
に
咲
き
ほ
こ
っ
て
い

た
。
Ｔ
さ
ん
と
い
う
お
姉
さ
ん
が

私
を
連
れ
だ
し
て
蓮
華
草
の
群
れ

を
踏
み
し
だ
き
な
が
ら
駆
け
っ
こ

を
し
て
く
れ
た
。
草
を
掻
き
分
け

な
が
ら
走
っ
て
い
た
お
姉
さ
ん
が

草
の
中
に
身
を
伏
せ
て
突
然
見
え

な
く
な
っ
た
。
懸
命
に
走
っ
て
お

姉
さ
ん
の
身
に
ド
ー
ン
と
ば
か
り

飛
び
付
い
た
。
汗
の
匂
い
が
し
た
。

甘
酸
っ
ぱ
い
匂
い
は
八
〇
年
以
上

経
っ
た
今
も
忘
れ
な
い
。

そ
の
う
ち
に
、
こ
の
お
姉
さ
ん

が
生
家
に
帰
る
こ
と
に
な
っ
た
。

着
物
姿
で
荷
物
を
背
負
っ
た
お
姉

さ
ん
が
遠
ざ
か
っ
て
い
く
の
を
見

て
、
涙
が
と
ま
ら
な

か
っ
た
。

そ
れ
か
ら
数
十
年

の
星
霜
移
り
、
私
が

東
京
で
勤
め
て
い
た

と
き
、
こ
の
お
姉
さ

ん
と
一
度
渋
谷
の
レ

ス
ト
ラ
ン
で
逢
っ
た

こ
と
が
あ
る
。
娘
さ

ん
が
東
京
で
働
い
て

お
り
訪
ね
て
き
た
と

い
う
。
彼
女
は
お
婆

さ
ん
に
な
っ
て
い
た
。

あ
の
甘
酸
っ
ぱ
い
匂

い
は
ど
こ
へ
行
っ
た

の
か
。
諸
行
無
常
！

「
ふ
る
さ
と
」
と
言

え
ば
想
い
だ
す
の
が

の
は
手
長
山
で
あ
る
。

こ
の
山
の
裏
手
に

「
二
十
一
」
と
い
う

地
域
が
あ
り
、
歌
人

熊
谷
武
雄
の
故
郷
で
あ
る
。

武
雄
は
明
治
四
〇
年
（
一
九
〇

七
）
に
歌
人
前
田
夕
暮
の
白
日
社

同
人
と
な
り
、
大
正
四
年
（
一
九
一

五
）
短
歌
「
野
火
」
を
出
版
、
日
本

歌
壇
に
と
っ
て
大
き
な
存
在
と
な

っ
た
方
で
あ
る
。

氏
の
歌
に
「
手
長
野
に
樹
々

（
木
々
）
は
あ
れ
ど
も
た
ら
ち
ね
の

　

は
は
そ
の
蔭
は
寄
る
に
親
し

き
」
が
あ
る
。
氏
は
考
古
資
料
を

収
集
保
存
す
る
な
ど
し
て
「
ふ
る

さ
と
」
文
化
に
大
き
く
貢
献
し
た
。

私
が
高
校
生
の
と
き
国
語
の
先

生
で
あ
っ
た
Ｗ
氏
に
「
新
月
の
傾

く
彼
方
野
火
煙
る　

歌
人
武
雄
の

奥
つ
城
ど
こ
ろ
」
と
い
う
歌
が
あ

り
、
私
は
手
長
山
に
懸
る
新
月
を

目
に
す
る
と
、
い
つ
も
こ
の
歌
を

思
い
だ
し
、
ほ
ろ
り
と
し
た
も
の

で
あ
る
。
手
長
山
に
夕
日
が
沈
む

と
き
、
山
の
西
側
が
紅
く
染
ま
り

や
が
て
紫
か
ら
黒
に
移
っ
て
い
く

の
を
土
手
に
横
た
わ
っ
て
い
つ
ま

で
も
眺
め
て
い
る
の
が
好
き
だ
っ

た
。
家
に
帰
る
時
を
で
き
る
だ
け

遅
く
し
た
い
の
も
狙
い
の
一
つ
で

あ
っ
た
。

気
仙
沼
市
の
二
〇
一
九
年
二
月

の
人
口
は
、
六
三
、
七
七
八
人
で

あ
る
と
い
う
。
私
の
幼
少
の
頃
は

多
分
そ
の
半
分
位
で
あ
っ
た
ろ
う
。

こ
じ
ん
ま
り
し
た
街
で
あ
っ
た
。

Ｋ
君
は
「
卒
業
式
の
歌
」
も
送

っ
て
く
れ
た
。

「
１　

年
月
め
ぐ
り
て
早
幾
と
せ

　

卒
業
証
書
を
受
く
る
身
と　

な

り
ぬ
る
君
ら
は
嬉
し
さ
は　

そ
も

そ
も
何
に
か
た
と
う
べ
き
」。「
２

　

朝
夕
親
し
く
交
わ
り
し　

う
れ

し
き
思
い
を
さ
な
が
ら
に　

別
れ

て
幾
と
せ
へ
だ
つ
と
も　

互
い
に

忘
れ
じ
忘
る
ま
じ
」。「
３　

我
等

は
こ
れ
よ
り
い
や
深
き　

学
び
の

道
の
な
り
わ
い
を　

努
め
は
げ
み

て
み
恵
み
に　

報
い
ま
つ
ら
ん
今

日
よ
り
は
」。
一
番
は
送
る
側
が
、

二
番
は
送
ら
れ
る
側
、
そ
し
て
三

番
目
は
両
者
で
歌
っ
た
と
記
憶
す

る
。
私
は
旧
制
中
学
へ
進
ん
だ
が
、

大
部
分
は
高
等
科
（
二
年
）
に
進
み
、

終
了
後
は
家
業
に
励
ん
だ
。

「
ふ
る
さ
と
」
は
そ
こ
で
生
ま
れ

育
っ
た
者
に
と
っ
て
は
、
人
格
の

基
礎
部
分
を
作
り
あ
げ
る
栄
養
素

で
あ
る
よ
う
に
思
う
。
七
〇
年
近

く
東
京
に
住
ん
で
い
て
も
、
私
に

は
「
ふ
る
さ
と
」
の
匂
い
が
立
ち

籠
っ
て
い
る
は
ず
だ
。

一
九
七
三
年
（
昭
和
四
八
）
に
五

木
ひ
ろ
し
が
歌
っ
た
「
ふ
る
さ

と
」
の
一
部
を
記
そ
う
。

「
小
川
の
せ
せ
ら
ぎ　

帰
り
の
道

で　

妹
と
と
り
あ
っ
た
赤
い
野
苺

　

緑
の
谷
間　

な
だ
ら
か
に　

仔

馬
は
集
い　

鳥
は
な
く　

あ
ー
誰

に
も　

故
郷
が
あ
る　

故
郷
が
あ

る
」。「
赤
い
ネ
オ
ン
の　

空
見
上

げ
れ
ば　

月
の
光
が　

は
る
か
に

遠
い　

風
に
吹
か
れ
り
ゃ　

し
み

じ
み
と　

思
い
出
し
ま
す　

囲
炉

裏
ば
た　

あ
ー
誰
に
も　

故
郷
が

あ
る　

故
郷
が
あ
る
」。
田
舎
か

ら
大
都
市
に
仕
事
を
求
め
て
や
っ

て
き
た
人
の
、
望
郷
の
歌
で
あ
ろ

う
か
。

現
代
を
生
き
る
都
会
の
若
者
た

ち
は
、
赤
い
ネ
オ
ン
は
毎
日
目
に

し
て
い
て
も
「
囲
炉
裏
ば
た
」
を

知
っ
て
い
る
人
は
ご
く
稀
で
あ
ろ

う
。
時
世
は
否
応
な
く
変
化
し
て

い
く
。

「
平
成
時
代
」
も
三
〇
年
で
閉
じ

た
。
新
し
い
時
代
の
「
ふ
る
さ
と
」

は
ど
う
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

老
い
先
短
い
私
に
は
、「
無
常
」

の
風
が
日
増
し
に
強
く
な
っ
て
き

て
い
る
。

曹
洞
宗
で
唱
え
ら
れ
る

ダ
ラ
ニ
経
典

大

悲

心

陀

羅

尼

第
二
回

　

東
洋
大
学
文
学
部
教
授  

渡
辺
章
悟 『

千
手
経
』と
は
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表紙　羽前　文華堂版十大願絵経

①羽前　文華堂版十大願絵経

③羽前　文華堂版十大願絵経

④羽前　文華堂版十大願絵経

⑤羽前　文華堂版十大願絵経 ②羽前　文華堂版十大願絵経

17 16 15 14 13 12 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1

我
若
し
畜
生
に
向
か
わ
ば

我
若
し
修
羅
に
向
か
わ
ば

我
若
し
餓
鬼
に
向
か
わ
ば

我
若
し
地
獄
に
向
か
わ
ば

我
若
し
火
湯
に
向
か
わ
ば

我
若
し
刀
山
に
向
か
わ
ば

南
無
大
悲
観
世
音

南
無
大
悲
観
世
音

南
無
大
悲
観
世
音

南
無
大
悲
観
世
音

南
無
大
悲
観
世
音

南
無
大
悲
観
世
音

南
無
大
悲
観
世
音

南
無
大
悲
観
世
音

南
無
大
悲
観
世
音

南
無
大
悲
観
世
音

自
ら
大
智
慧
を
得
ん
こ
と
を

悪
心
自
ら
調
伏
せ
ん
こ
と
を

餓
鬼
自
ら
飽
満
せ
ん
こ
と
を

地
獄
自
ら
枯
竭
せ
ん
こ
と
を

火
湯
自
ら
消
滅
せ
ん
こ
と
を

刀
山
自
ら
摧
折
せ
ん
こ
と
を

願
わ
く
は
我
、
早
く
法
性
の
身
に
同
ぜ
ん
こ
と
を

願
わ
く
は
我
、
速
や
か
に
無
爲
の
舍
に
会
せ
ん
こ
と
を

願
わ
く
は
我
、
早
く
涅
槃
の
山
に
登
ら
ん
こ
と
を

願
わ
く
は
我
、
速
や
か
に
戒
定
の
道
を
得

願
わ
く
は
我
、
早
く
苦
海
を
越
え
る
を
得
ん
こ
と
を

願
わ
く
は
我
、
速
や
か
に
般
若
の
船
に
乘
ら
ん
こ
と
を

願
わ
く
は
我
、
早
く
善
方
便
を
得
ん
こ
と
を

願
わ
く
は
我
、
速
や
か
に
一
切
の
衆
を
度
せ
ん
こ
と
を

願
わ
く
は
我
、
早
く
智
慧
の
眼
を
得
ん
こ
と
を

願
わ
く
は
我
、
速
や
か
に
一
切
の
法
を
知
ら
ん
こ
と
を

為
に
、

⑽
速
や
か
に
能
く
一
切
の
希
求
を

満
足
さ
せ
ん
が
為
に
。

仏
が
こ
れ
を
許
可
す
る
と
、
観

世
音
自
在
菩
薩
は
、
重
ね
て
こ
の

大
悲
心
陀
羅
尼
を
説
く
由
来
を
次

の
よ
う
に
述
べ
る
。

無
量
億
劫
の
過
去
世
に
お
い
て
、

千
光
王
静
住
如
来
と
い
う
仏
が
現

れ
た
と
き
、
観
世
音
が
こ
の
千
光

王
静
住
仏
か
ら
「
大
悲
心
陀
羅

尼
」
を
授
か
り
、
そ
の
際
に
「
こ

の
大
悲
心
陀
羅
尼
を
唱
え
て
、
未

来
の
悪
し
き
世
の
一
切
衆
生
の
た

め
に
、
広
く
利
益
と
安
楽
を
与
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
言

葉
を
受
け
た
。

そ
の
時
、
私
（
観
世
音
）
は
菩
薩

の
〔
十
地
の
段
階
の
〕
初
地
（
歓
喜

地
）
に
な
っ
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
が
、

こ
の
呪
文
を
聞
い
て
、
第
八
地

（
不
動
地
）
ま
で
飛
び
越
え
た
。
そ

こ
で
心
に
歓
喜
が
生
じ
、「
も
し

私
が
将
来
、
一
切
衆
生
に
利
益
と

安
楽
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
た
な

ら
、
私
に
千
手
と
千
眼
を
与
え
て

下
さ
い
」
と
い
う
誓
願
を
発
し
た
。

す
る
と
、
即
時
に
、
千
手
千
眼
を

備
え
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。

こ
れ
が
本
経
で
説
か
れ
る
千
手
千

眼
観
音
の
由
来
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
こ
こ
で
言
う
観
世
音
菩
薩

は
千
手
千
眼
観
音
と
い
う
こ
と
に

な
る
。「
千
手
千
眼
」
と
は
、
あ

ら
ゆ
る
衆
生
を
漏
れ
な
く
す
く
い

と
る
大
慈
悲
の
手
と
、
衆
生
を
教

化
す
る
菩
薩
の
智
慧
で
あ
る
眼
が

無
量
で
あ
る
こ
と
を
象
徴
的
に
言

っ
た
も
の
で
、
こ
の
よ
う
な
卓
越

し
た
能
力
を
持
つ
観
世
音
菩
薩
を

千
手
千
眼
と
表
現
し
た
わ
け
で
す
。

こ
の
こ
と
は
後
述
す
る
と
し
て
、

千
手
経
で
は
次
の
よ
う
に
続
け
る
。

そ
の
後
、
私
（
観
世
音
）
は
多
く

の
仏
の
説
法
に
お
い
て
何
度
も
こ

の
陀
羅
尼
を
授
け
ら
れ
、
繰
り
返

し
踊
り
あ
が
っ
て
喜
び
、
限
り
な

い
生
死
輪
廻
を
超
越
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
そ
し
て
そ
の
間
、
常
に

こ
の
陀
羅
尼
を
唱
え
、
忘
れ
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。
こ
う
し
て
、
こ

の
陀
羅
尼
を
受
持
、
読
誦
し
て
き

た
た
め
、
常
に
仏
の
前
に
生
ま
れ

る
こ
と
が
で
き
、
母
胎
か
ら
で
は

な
く
、
蓮
華
の
上
に
化
生
し
た
と

す
る
。

こ
の
よ
う
な
経
緯
に
よ
っ
て
、

も
し
出
家
者
や
在
俗
の
信
者
が
こ

の
陀
羅
尼
を
誦
持
し
た
い
と
思
う

も
の
が
い
て
、
彼
ら
が
あ
ら
ゆ
る

衆
生
に
慈
悲
の
心
を
起
こ
す
な
ら

ば
、
ま
ず
私
（
観
世
音
）
に
し
た
が

っ
て
、
次
の
よ
う
に
発
願
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
言

っ
て
、
左
上
表
の
よ
う
な
十
の
誓

願
と
六
つ
の
功
徳
を
述
べ
た
の
で

あ
る
。

こ
の
誓
願
は
、
も
と
も
と
は

「
私
が
観
音
菩
薩
に
誓
っ
て
帰
依

す
る
な
ら
ば
、
願
い
は
成
就
さ
れ

る
で
あ
ろ
う
」
と
い
い
、
観
音
菩

薩
が
慈
悲
を
も
っ
て
帰
依
す
る
者

の
願
い
を
叶
え
て
下
さ
る
と
い
う

内
容
を
偈
文
の
形
で
纏
め
た
も
の

で
あ
る
。
そ
の
前
半
は
「
南
無
大

悲
観
世
音　

願
我
○
○
」（
南
無
、

大
悲〔
を
持
つ
〕
観
世
音
菩
薩
よ
。
願
わ

く
は
我
○
○
）
と
い
う
形
式
で
説
か

れ
る
。

こ
れ
ら
は
三
論
宗
の
大
成
者
で

あ
る
吉
蔵
（549
―623

）
の
『
法
華

義
疏
』（
大
正
蔵
三
四
巻
六
二
八
下
）
に

も
十
大
願
と
し
て
述
べ
ら
れ
た
た

め
、
東
ア
ジ
ア
の
仏
教
に
広
く
知

ら
れ
た
も
の
と
な
っ
た
。

つ
い
で
述
べ
ら
れ
る
、「
我
若

向
○
○
」（
も
し
私
が〔
六
つ
の
悪
処

に
〕
向
か
う
と
し
て
も
、
そ
れ
ら
は
自
ら

消
滅
す
る
で
あ
ろ
う
）
等
と
い
う
功

徳
を
六
つ
述
べ
る
。
そ
れ
ら
「
六

つ
の
悪
処
」
と
は
、
刀
山
、
火
湯
、

地
獄
、
餓
鬼
、
修
羅
、
畜
生
の
六

ヶ
処
で
あ
り
、
そ
れ
ら
に
対
し
て

そ
れ
ぞ
れ
、

一
、
自
ら
摧
折
す
る

二
、
自
ら
消
滅
す
る

三
、
自
ら
枯
渇
す
る

四
、
自
ら
飽
満
す
る

五
、〔
悪
心
は
〕自
ら
調

伏
す
る

六
、
自
ら
大
智
慧
を
得

ると
い
う
六
つ
の
功
徳
が

や
は
り
偈
文
の
形
で
述
べ

ら
れ
る
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
十
誓

願
と
六
功
徳
の
後
に
、

「
是
の
願
を
発
し
已
わ
り
、

至
心
に
我
の
名
字
を
称
念

し
、
亦
た
応
（
か
な
ら
）
ず

我
が
本
師
阿
弥
陀
如
来
を

専
念
し
、
然
る
後
に
即
ち

当
に
此
の
陀
羅
尼
神
呪
を

誦
す
べ
し
。
一
宿
に
誦
す

る
こ
と
五
遍
に
満
つ
れ
ば
、

身
中
の
百
千
万
億
劫
の
生

死
の
重
罪
を
除
滅
せ
ん
」

と
い
い
、
観
音
の
師
で
あ

る
阿
弥
陀
仏
を
専
心
し
て

念
じ
、
さ
ら
に
こ
の
〔
大

悲
心
〕
陀
羅
尼
を
一
晩
に
五
遍
唱

え
れ
ば
、
こ
の
身
に
蓄
積
し
た
輪

廻
の
元
と
な
る
重
罪
も
除
く
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
。

３
．
観
世
音
へ
の
十
大
願

こ
の
十
願
・
六
功
徳
・
阿
弥
陀

仏
へ
の
専
心
に
つ
い
て
、
こ
の
内

容
を
以
前
に
刊
行
し
た
「
文
華
堂

版
・
観
音
十
大
願
め
く
ら
経
」（
渡

辺
章
悟
、
二
〇
一
二
年
所
収
）
か
ら
紹

介
し
て
お
き
た
い
。

以
下
に
紹
介
す
る
経
本
は
、
上

に
述
べ
て
き
た
『
千
手
経
』
の
十

大
願
と
六
功
徳
に
基
づ
い
て
い
る

が
、
羽
前
（
山
形
県
）
鶴
岡
に
あ
っ

た
文
華
堂
か
ら
刊
行
さ
れ
た
木
版

印
刷
本
で
、
絵
文
字
で
書
か
れ
た

折
本
の
形
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ

し
絵
経
と
い
っ
て
も
完
全
な
絵
文

字
で
は
な
く
、
絵
に
よ
る
解
説
文

に
近
い
も
の
、
こ
れ
に
ル
ビ
付
き

の
原
漢
字
も
添
え
ら
れ
て
い
る
。

本
絵
経
で
は
一
頁
目
の
冒
頭

「
南
無
大
悲
観
世
音
」
と
書
か
れ
、

後
は
省
略
さ
れ
て
い
る
以
外
、
ほ

と
ん
ど
全
同
で
あ
る
。
構
造
も
十

誓
願
の
後
で
六
つ
の
功
徳
文
が
述

べ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
、「
是
よ
り

我
向
」
が
右
肩
に
彫
ら
れ
て
い
る

よ
う
に
、
原
文
と
変
わ
ら
な
い
。

こ
の
絵
経
の
最
後
⑤
に
「
南
無

大
悲
観
世
音
」「
南
無
阿
弥
陀
仏
」

と
書
い
て
あ
る
が
、
そ
れ
は
『
千

手
経
』
に
も
あ
る
し
、
観
世
音
菩

薩
が
勢
至
菩
薩
と
な
ら
ん
で
阿
弥

陀
の
脇
士
と
し
て
阿
弥
陀
三
尊
と

称
さ
れ
る
よ
う
に
、
阿
弥
陀
仏
が

観
音
菩
薩
の
師
で
あ
っ
た
こ
と
に

よ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
絵
経
は
千

手
経
の
観
音
信
仰
か
ら
展
開
し
た

も
の
で
あ
り
、
江
戸
時
代
に
南
部

藩
や
盛
岡
藩
に
広
ま
っ
た
絵
文
字

に
よ
る
経
文
（
い
わ
ゆ
る「
め
く
ら
ぎ

ょ
う
」）
の
伝
承
に
も
と
づ
い
て
、

漢
字
の
読
み
の
訓
練
用
か
、
あ
る

い
は
興
趣
の
た
め
か
、
民
間
布
教

の
た
め
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ

ろ
う
。
観
音
信
仰
が
こ
の
よ
う
な

特
別
な
形
で
注
目
さ
れ
、
民
間
布

教
に
採
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、

仏
教
布
教
の
文
化
史
的
側
面
を
知

る
上
で
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

【
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熙
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（
春
秋
社
、
二
〇
一
九
年
）

野
口
善
敬『
ナ
ム
カ
ラ
タ
ン
ノ
ー
の
世
界
―

『
千
手
経
』
と「
大
悲
呪
」
の
研
究
―
』（
禅
文

化
研
究
所
、
一
九
九
九
年
）

渡
辺
章
悟『
絵
解
き
般
若
心
経
』（
ノ
ン
ブ
ル

社
、
二
〇
一
二
年
）

禁
足
期
間
後
に
感
じ
た�

日
本
人
の
大
き
な
変
化�

藤
木 

藤
井
さ
ん
が
僧
堂
（
岩
手

県
正
法
寺
）
に
入
ら
れ
た
頃
は
日
本

中
が
大
変
な
時
期
で
も
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
頃
の
お
話
を
聞
か
せ
て

戴
い
て
も
よ
ろ
し
い
で
す
か
。

藤
井	

お
寺
に
入
っ
た
の
が
一
九

九
五
年
の
三
月
で
し
た
。
一
九
九

五
年
と
い
う
の
は
一
月
に
阪
神
・

淡
路
大
震
災
、
三
月
に
地
下
鉄
サ

リ
ン
事
件
が
あ
っ
た
年
で
す
。

今
で
も
す
ご
く
イ
メ
ー
ジ
と
し

て
覚
え
て
い
る
の
は
、
私
自
身
が

百
日
の
禁
足
期
間
が
過
ぎ
て
娑
婆

に
少
し
出
る
機
会
が
あ
っ
た
と
き

に
、
会
う
人
々
の
感
覚
が
が
ら
っ

と
変
わ
っ
て
い
た
ん
で
す
よ
。
そ

れ
ま
で
の
日
本
人
の
意
識
と
三
カ

月
後
の
意
識
が
全
然
違
っ
て
い
た

ん
で
す
。

藤
木	

大
き
な
事
が
立
て
続
け
に

起
き
ま
し
た
か
ら
ね
。
日
本
中
が

動
揺
し
ま
し
た
。

藤
井	

私
は
後
々
修
行
の
時
代
を

振
り
返
っ
た
と
き
に
、
修
行
に
行

っ
て
変
わ
っ
た
と
は
全
然
思
っ
て

い
な
い
の
で
、
そ
う
な
る
と
自
分

の
周
囲
の
ほ
う
が
変
わ
っ
て
い
た

と
い
う
こ
と
で
す
。
私
が
僧
侶
に

な
っ
た
こ
と
で
、
私
へ
の
対
応
が

変
わ
っ
た
と
い
う
の
も
少
し
は
あ

っ
た
か
も
し
れ
な
い
で
す
け
ど
も
、

普
通
に
接
し
て
い
た
友
達
と
か
目

上
の
方
と
か
で
も
、
や
は
り
変
わ

っ
て
い
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

藤
木	

具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
お

感
じ
に
な
っ
た
の
で
す
か
。

藤
井	

一
つ
は
不
安
感
の
蔓
延
で

す
。
そ
れ
は
何
に
対
し
て
の
不
安

か
と
い
う
と
、
ま
ず
阪
神
・
淡
路

大
震
災
の
記
憶
や
体
験
か
ら
く
る

災
害
に
対
し
て
の
不
安
感
。
そ
し

て
宗
教
に
対
し
て
の
不
安
感
で
す
。

私
が
宗
教
人
（
僧
侶
）
と
し
て
戻
っ

て
き
た
こ
と
に
、
す
ご
く
警
戒
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

て
。実

践
修
行
を
模
索
す
る
中
で�

出
会
っ
た
ボ
ラ
ン
ティ
ア
活
動�

藤
木	

あ
の
時
期
は
、
特
に
オ
ウ

ム
真
理
教
関
連
の
影
響
が
大
変
大

き
か
っ
た
で
す
ね
、
伝
統
仏
教
に

対
し
て
も
。

藤
井	

周
囲
の
意
識
の
変
化
を
踏

ま
え
な
が
ら
さ
ら
に
修
行
を
積
む

上
で
、
宗
教
の
実
践
的
な
も
の
に

対
し
て
何
か
関
わ
る
こ
と
が
で
き

な
い
か
な
と
考
え
ま
し
た
。
実
践

が
自
分
に
と
っ
て
、
も
っ
と
修
行

に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
見
定

め
始
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
、
正
法

寺
の
中
に
貼
っ
て
あ
る
ポ
ス
タ
ー

を
見
ま
し
て
、
Ｓ
Ｖ
Ａ
（
曹
洞
宗
国

際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
、
現「
シ
ャ
ン
テ
ィ

国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
」）
を
知
り
ま

し
た
。
会
員
登
録
す
る
と
、
ま
だ

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
宿
泊
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す

と
い
う
冊
子
が
入
っ
て
い
た
の
で

す
。
そ
こ
で
正
法
寺
を
他
出
と
い

う
形
で
一
カ
月
の
お
い
と
ま
を
戴

い
て
、
ま
だ
震
災
の
爪
痕
が
色
濃

く
残
っ
て
い
る
神
戸
で
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
一
旦
正
法
寺
に
帰
山
し

修
行
期
間
を
終
え
て
か
ら
ま
た
神

戸
に
戻
り
ま
し
た
。
そ
の
ま
ま
Ｓ

Ｖ
Ａ
の
そ
の
当
時
の
神
戸
事
務
所

の
所
長
に
直
訴
し
て
、
そ
の
ま
ま

職
員
に
さ
せ
て
も
ら
っ
た
ん
で
す
。

都
会
の
中
で
の�

「
朝
活
・
夜
活
」と
大
自
然
の�

中
で
の
リ
ト
リ
ー
ト�

藤
木	

島
津
さ
ん
は
現
在
、
い
ろ

い
ろ
な
形
で
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

て
お
ら
れ
ま
す
。
こ
の
辺
り
も
含

め
て
お
話
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

島
津	

現
代
社
会
で
は
、
日
々
の

生
活
に
疲
れ
を
感
じ
て
い
ら
っ
し

ゃ
る
方
が
と
て
も
多
い
と
考
え
ま

す
。
そ
こ
で
定
期
的
に
日
常
生
活

や
環
境
を
離
れ
て
、
自
然
の
中
に

浸
る
こ
と
が
と
て
も
大
事
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
「
リ
ト
リ

ー
ト
」
と
い
い
ま
す
。

私
は
経
営
者
を
や
っ
て
い
た
と

い
う
こ
と
も
あ
る
の
で
、
そ
の
方

面
の
方
た
ち
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て

い
っ
た
ほ
う
が
世
の
中
を
変
え
る

に
は
早
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い

ま
し
た
。
経
営
者
が
ス
ト
レ
ス
フ

ル
だ
と
、
現
場
に
し
わ
寄
せ
が
き

ま
す
。
経
営
者
を
少
し
で
も
変
え

て
い
け
れ
ば
、
も
っ
と
世
の
中
が

変
わ
る
速
度
が
速
い
と
考
え
ま
し

た
。実

際
に
行
っ
た
リ
ト
リ
ー
ト
で

は
、
沖
縄
の
ビ
ー
チ
で
坐
禅
を
し

て
み
た
り
で
す
と
か
、
富
士
山
の

ふ
も
と
に
あ
る
山
中
湖
の
畔
で
、

ヨ
ガ
の
先
生
と
一
緒
に
コ
ラ
ボ
レ

ー
シ
ョ
ン
を
し
て
、
坐
禅
と
ヨ
ガ

を
し
ま
し
た
。
食
事
は
実
際
に
お

寺
か
ら
来
て
戴
い
て
作
っ
た
り
、

鍼
灸
の
先
生
に
来
て
戴
い
て
、
禅

と
ヨ
ガ
と
東
洋
医
学
と
お
寺
ご
飯

と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
り
ま
し

た
。あ

と
は
「
コ
レ
ド
室
町
」
と
い

う
都
心
の
商
業
施
設
内
の
茶
室
と

か
和
室
を
借
り
て
の
セ
ミ
ナ
ー
で

す
ね
。
仕
事
が
終
わ
っ
た
後
の
二

時
間
ぐ
ら
い
、
少
し
禅
の
話
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
坐
禅
を
体
験
し

て
い
た
だ
く
と
、
ち
ょ
っ
と
す
っ

き
り
し
た
と
か
、
明
日
か
ら
頑
張

ろ
う
と
か
、
そ
う
い
う
ふ
う
に
な

る
の
で
、
朝
活
と
夜
活
と
両
方
や

っ
て
い
る
ん
で
す
。
都
心
で
は
朝

活
と
夜
活
、
あ
と
は
大
自
然
の
中

で
の
リ
ト
リ
ー
ト
と
い
う
の
を
、

こ
の
四
年
か
ら
五
年
ぐ
ら
い
コ
ツ

コ
ツ
と
や
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

藤
木	

そ
う
で
す
か
。
朝
活
と
夜

活
は
ど
う
い
う
場
所
で
行
っ
て
い

る
の
で
す
か
。

島
津	

朝
は
日
本
橋
で
す
。「
コ

レ
ド
日
本
橋
」
と
い
う
の
が
あ
り

ま
し
て
、
そ
こ
の
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ｄ
Ａ

　

Ｎ
Ｅ
Ｏ
と
い
う
社
会
人
向
け
の

早
稲
田
大
学
が
や
っ
て
い
る
ス
ク

ー
ル
が
あ
る
ん
で
す
け
ど
、
そ
こ

の
朝
活
講
座
と
い
う
の
を
全
五
回

で
や
っ
て
い
ま
し
て
、
大
体
十
人

か
ら
十
五
人
ぐ
ら
い
朝
出
勤
前
に

皆
さ
ん
来
て
、
そ
れ
は
椅
子
坐
禅

な
ん
で
す
け
ど
、
で
も
こ
の
間
か

ら
敷
き
畳
も
用
意
し
て
い
た
だ
い

て
、
教
室
の
中
に
畳
を
敷
い
て
坐

禅
を
し
た
り
で
す
と
か
。

あ
と
は
、
僕
の
場
合
は
あ
る
程

度
禅
と
は
何
か
と
か
歴
史
。
何
で

今
禅
が
注
目
さ
れ
て
い
る
の
か
と

い
う
と
こ
ろ
を
勉
強
し
て
い
た
だ

く
の
で
、
大
き
く
は
二
千
五
百
年

前
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
、
そ
し
て

鎌
倉
、
室
町
と
い
う
中
で
日
本
人

の
中
に
浸
透
し
て
き
て
、
今
、
科

学
的
に
そ
れ
が
解
明
さ
れ
て
き
て

と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
ち
ゃ
ん
と

お
伝
え
し
て
、
そ
し
て
坐
禅
を
体

験
し
て
い
た
だ
い
て
、
あ
と
は
マ

イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
と
禅
の
違
い
は

何
か
と
い
う
こ
と
を
ち
ゃ
ん
と
お

伝
え
し
た
上
で
、
ワ
ー
ク
を
交
え

て
禅
語
も
学
ん
で
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

藤
木	

参
加
さ
れ
て
い
る
み
な
さ

ん
の
反
応
は
い
か
が
で
す
か
。

島
津	

反
応
は
い
い
で
す
ね
。
や

っ
ぱ
り
時
代
が
求
め
て
い
る
と
感

じ
ま
す
。

最
近
私
が
よ
く
お
話
し
す
る
の

は
、
本
当
の
自
分
と
向
き
合
う
こ

と
と
い
う
の
は
、
違
和
感
を
大
切

に
し
て
く
だ
さ
い
と
い
う
こ
と
で

す
。「
あ
れ
？ 

な
に
か
違
う
ぞ
」

と
ざ
わ
ざ
わ
っ
と
感
じ
る
、
そ
ち

ら
こ
そ
が
本
当
の
自
分
で
す
よ
と
。

そ
の
感
性
を
磨
か
な
い
と
ス
ト
レ

ス
で
錆
び
て
し
ま
っ
て
、
折
角
の

セ
ン
サ
ー
が
働
か
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
坐
禅
を
し
て
自
分
の

感
覚
、
感
性
を
研
ぎ
澄
ま
せ
て
い

く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。敷

居
を
感
じ
て
し
ま
う�

お
寺
の
反
応�

藤
木	

お
話
を
伺
っ
て
い
る
と
、

会
場
に
お
寺
が
入
っ
て
い
な
い
の

で
す
が
、
お
寺
は
い
か
が
で
す
か
。

お
役
に
立
ち
ま
せ
ん
か
。（
笑
）

島
津	

実
は
お
寺
に
も
幾
つ
か
ア

プ
ロ
ー
チ
し
た
こ
と
が
あ
る
の
で

す
が
、
あ
ま
り
協
力
的
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
今
ま
で
と
は
少

し
形
を
変
え
て
禅
を
お
伝
え
す
る

の
に
、
お
寺
は
最
高
の
場
所
で
す

と
申
し
ま
す
と
、「
い
や
い
や
、

坐
禅
会
は
う
ち
で
し
て
い
ま
す
か

ら
そ
の
と
き
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て

く
だ
さ
い
」
と
い
う
感
じ
で
す
。

お
寺
は
ま
ず
ス
ペ
ー
ス
と
し
て

素
晴
ら
し
い
わ
け
で
、
そ
う
い
う

お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
こ
う
と
す

る
と
、「
で
は
坐
禅
は
誰
が
指
導

す
る
の
で
す
か
」
と
。「
す
み
ま

せ
ん
、
一
応
私
が
い
た
し
ま
す
」

と
言
う
と
、「
い
や
、
坐
禅
は
大

丈
夫
で
す
か
ら
」。「
で
は
坐
禅
指

導
を
ご
協
力
戴
け
ま
す
で
し
ょ
う

か
？
」
と
言
う
と
、「
で
も
法
事

が
入
っ
た
ら
そ
れ
は
無
理
で
す

よ
」
と
。「
も
ち
ろ
ん
、
そ
こ
は

重
々
承
知
は
し
て
い
る
の
で
す
が
、

何
か
ち
ょ
っ
と
敷
居
み
た
い
な
も

の
を
感
じ
て
し
ま
い
ま
す
。

私
の
師
匠
の
ご
自
坊
で
開
催
し

た
と
き
は
、
一
人
往
復
で
三
万
円

ぐ
ら
い
の
交
通
費
を
か
け
て
青
森

ま
で
行
き
、
お
寺
に
一
泊
泊
ま
っ

て
帰
っ
て
く
る
コ
ー
ス
で
す
。
そ

株式会社シマーズ

島津清彦社長
zafu代表

藤井隆英師
インタビュー

聞き手　藤木隆宣
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れ
は
そ
れ
で
最
高
の
環
境
で
す
ご

く
い
い
の
で
す
が
、
も
う
少
し
近

く
に
も
あ
れ
ば
、
と
も
考
え
ま
す
。

実
は
そ
う
い
う
お
寺
の
ス
ペ
ー
ス

を
も
う
少
し
開
放
的
に
し
て
い
た

だ
く
と
、
と
て
も
需
要
は
あ
る
わ

け
で
す
。

藤
木	

お
寺
は
活
用
で
き
る
点
が

た
く
さ
ん
あ
る
の
だ
か
ら
、
今
み

た
い
な
と
こ
ろ
で
止
ま
っ
て
し
ま

う
と
も
っ
た
い
な
い
で
す
ね
。

一
過
性
で
終
わ
っ
て
は�

い
け
な
い
お
寺
の
開
放�

藤
木	

藤
井
さ
ん
の
場
合
に
は
お

寺
が
こ
う
あ
っ
て
ほ
し
い
想
い
が

相
当
お
あ
り
か
と
思
い
ま
す
が
い

か
が
で
し
ょ
う
。

藤
井	

今
、
お
寺
を
開
放
し
た
り
、

僧
侶
と
い
う
自
分
を
身
近
に
感
じ

て
も
ら
え
る
よ
う
な
、
自
分
の
趣

味
と
僧
侶
と
い
う
自
分
を
つ
な
げ

て
発
揮
す
る
こ
と
で
、
仏
教
や
禅

に
親
し
ん
で
も
ら
う
と
い
う
方
が

出
て
き
て
い
ま
す
。

で
も
大
事
な
の
は
、
そ
れ
に
来

て
い
る
方
々
は
、
普
段
な
じ
み
の

な
い
お
坊
さ
ん
で
あ
っ
た
り
お
寺

的
技
量
を
体
感
し
た
い
と
思
っ
て

来
る
わ
け
、
大
多
数
の
方
が
そ
こ

で
終
わ
っ
て
し
ま
う
ん
で
す
。
若

い
僧
侶
は
自
分
を
発
揮
で
き
る
か

ら
、
そ
れ
は
楽
し
い
ん
で
す
け
れ

ど
も
、
そ
こ
で
終
わ
っ
て
し
ま
う

方
が
結
構
多
か
っ
た
り
す
る
ん
で

す
。
自
分
自
身
が
も
っ
と
学
び
を

深
め
て
い
こ
う
じ
ゃ
な
く
て
、
自

分
が
修
行
で
体
感
し
た
こ
と
を
、

た
だ
そ
れ
を
切
り
取
っ
て
伝
え
る

だ
け
で
い
い
ん
だ
と
。
そ
う
し
て

し
ま
う
と
学
び
は
な
い
か
ら
、
頭

打
ち
に
な
り
ま
す
し
、
そ
の
次
が

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

藤
木	

は
や
り
を
越
え
た
と
こ
ろ

に
行
く
た
め
に
は
、
ど
う
い
う
よ

う
な
組
み
立
て
が
い
い
と
思
い
ま

す
か
。

藤
井	

今
の
宗
教
と
か
、
僧
侶
と

か
お
坊
さ
ん
と
い
う
の
は
、
修
行

の
方
法
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
方
法

が
仏
法
な
ん
だ
と
。
あ
と
は
知
識

を
得
る
こ
と
が
仏
法
な
ん
だ
と
い

う
と
こ
ろ
で
止
ま
っ
て
い
る
。
そ

の
先
と
い
う
の
は
何
か
と
い
う
と
、

問
う
と
い
う
こ
と
。
問
う
と
い
う

こ
と
を
伝
え
ず
に
、
こ
れ
が
で
き

る
、
こ
れ
を
す
る
こ
と
で
あ
な
た

は
楽
に
な
る
で
し
ょ
う
で
は
、
仏

法
を
伝
え
た
こ
と
に
は
全
然
な
ら

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
が

今
の
そ
う
や
っ
て
伝
え
て
い
る
僧

侶
、
お
寺
の
足
り
な
い
と
こ
ろ
か

な
と
思
い
ま
す
。

お
寺
で
言
え
ば
、
そ
れ
こ
そ
ヨ

ガ
の
教
室
を
定
期
的
に
や
っ
て
い

る
、
い
ろ
い
ろ
な
講
座
を
定
期
的

に
と
か
、
イ
ベ
ン
ト
的
に
や
っ
て

い
る
お
寺
と
か
が
最
近
あ
り
ま
す

が
、
一
過
性
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ

て
は
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。
お
寺

側
と
し
て
最
初
か
ら
こ
の
催
し
は
、

例
え
ば
仏
教
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
宗
派
の
宗
旨
で
あ
り
と
、
ち
ゃ

ん
と
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
、
こ

れ
が
寺
院
興
隆
、
布
教
に
ど
う
い

う
ふ
う
に
つ
な
が
る
催
し
な
の
か

と
い
う
こ
と
を
ち
ゃ
ん
と
問
う
た

上
で
実
行
に
移
し
て
い
く
。
そ
こ

が
私
の
一
番
言
い
た
い
と
こ
ろ
で

す
。

藤
木	

昨
今
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ

ス
が
急
速
に
認
知
さ
れ
て
き
て
い

ま
す
。

藤
井	

こ
こ
で
大
事
な
の
は
、
宗

教
と
い
う
の
は
、
効
率
の
部
分
を

高
め
る
も
の
で
は
な
い
の
で
す
。

坐
禅
と
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
の
違

い
に
も
な
る
の
で
す
が
、
マ
イ
ン

ド
フ
ル
ネ
ス
で
は
坐
禅
を
す
る
こ

と
の
効
果
を
数
値
で
表
し
て
効
果

を
謳
っ
た
り
し
ま
す
ね
。
結
果
的

に
効
果
が
出
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
そ
れ
は
結
果
で
あ
っ
て
、
だ

か
ら
坐
禅
を
し
ま
し
ょ
う
と
僧
侶

が
伝
え
る
と
い
う
の
は
、
も
う
そ

れ
は
僧
侶
の
す
る
こ
と
で
は
な
い

と
私
は
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。
で

は
何
が
僧
侶
に
は
必
要
な
の
か
と

い
い
ま
す
と
、「
問
う
」
と
い
う

観
点
を
伝
え
る
役
割
が
僧
侶
に
は

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

今
、
僧
侶
で
も
、
坐
禅
を
効
率
と

し
て
伝
え
て
い
る
よ
う
な
方
も
い

ま
す
。
そ
う
じ
ゃ
な
い
と
人
が
集

ま
ら
な
い
か
ら
、
そ
う
や
っ
て
い

る
と
は
思
う
の
で
す
が
、
そ
れ
は

一
つ
の
入
り
口
で
あ
っ
て
、
そ
こ

で
終
わ
り
に
す
る
の
は
僧
侶
と
し

て
絶
対
に
や
っ
て
は
い
け
な
い
こ

と
だ
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
こ
そ
「
禅
」
と
い
う
の
は
、

仏
教
に
お
い
て
も
内
か
ら
の
力
を

育
て
る
こ
と
で
は
突
出
し
て
い
る

も
の
が
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
。

「
変
え
て
は
い
け
な
い
こ
と
」�

「
変
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
」

の
バ
ラ
ン
ス
が
大
切
で
す�

島
津	

私
は
今
が
、
大
き
な
変
わ

り
目
だ
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。

お
寺
だ
け
で
は
な
く
全
て
に
お
い

て
、
今
ま
で
の
価
値
観
が
変
わ
る

時
期
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
最
近

あ
ら
た
め
て
、「
不
易
流
行
」
を

考
え
る
の
で
す
。
こ
れ
は
も
と
も

と
は
松
尾
芭
蕉
の
俳
諧
の
理
念
で

す
が
、「
変
え
て
は
い
け
な
い
こ

と
」「
変
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い

こ
と
」
と
い
う
バ
ラ
ン
ス
を
い
か

に
取
る
か
。
ど
こ
ま
で
一
般
の
社

会
に
合
わ
せ
る
の
か
、
ど
こ
を
合

わ
せ
て
は
い
け
な
い
の
か
、
こ
こ

の
線
引
き
を
で
き
る
の
が
優
れ
た

お
寺
の
経
営
者
だ
と
思
い
ま
す
。

だ
か
ら
、
あ
る
程
度
時
代
に
合
わ

せ
て
開
放
は
す
べ
き
で
す
。
し
か

し
根
っ
こ
の
部
分
を
き
ち
ん
と
持

ち
な
が
ら
、
多
少
表
情
を
変
え
て

も
軸
は
ぶ
ら
さ
な
い
、
そ
こ
の
工

夫
で
す
よ
ね
。
そ
こ
に
知
恵
を
絞

る
と
い
い
ま
す
か
、
努
力
す
る
、

考
え
抜
く
こ
と
が
今
ま
さ
に
問
わ

れ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ち

な
み
に
私
の
場
合
は
、
マ
イ
ン
ド

フ
ル
ネ
ス
と
い
う
こ
と
と
禅
の
言

葉
、
両
方
を
説
明
す
る
わ
け
で
す
。

藤
木	

な
る
ほ
ど
。
そ
れ
は
分
か

り
や
す
い
で
す
ね
。

島
津	

ど
ち
ら
も
使
っ
て
、
ど
ち

ら
の
説
明
も
し
ま
す
。
入
り
口
は

こ
う
で
す
よ
と
。
一
般
に
開
か
れ

た
坐
禅
会
も
隔
月
で
し
て
い
ま
す

が
、
必
ず
軸
の
と
こ
ろ
か
ら
入
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
自
灯
明
、

法
灯
明
、
四
諦
八
正
道
、
行
住
座

臥
。
た
だ
し
、
現
実
に
そ
れ
だ
と

ち
ょ
っ
と
ま
だ
難
し
い
と
い
う
方

も
い
る
の
で
、
皆
さ
ん
の
様
子
を

見
な
が
ら
、
日
常
語
も
ち
り
ば
め

て
、
分
か
り
や
す
く
か
み
砕
い
て
、

お
話
し
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
Ｉ
Ｔ
や
新
し
い
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
を
使
い
な
が
ら
、
ど
う
届
け
る

か
と
い
う
こ
と
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
い
ま
す
。

最
終
的
に
は�

未
来
を
背
負
う
子
ど
も
た
ち�

の
た
め
の
活
動
を�

島
津	

最
近
は
、
子
育
て
中
の
お

母
さ
ん
や
子
ど
も
た
ち
に
と
い
う

取
材
が
少
し
ず
つ
増
え
て
き
ま
し

た
。
先
日
も
進
学
塾
の
取
材
を
受

け
ま
し
て
、
お
母
さ
ん
た
ち
に
何

か
話
を
し
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。

私
の
活
動
は
最
終
的
に
は
、
未

来
を
背
負
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち

の
問
題
に
向
か
っ
て
い
く
と
思
っ

て
い
ま
す
。
昔
は
な
か
っ
た
子
ど

も
の
う
つ
病
が
、
今
は
小
学
生
の

間
か
ら
あ
る
の
で
す
。
か
つ
て
は

同
じ
屋
根
の
下
や
敷
地
の
中
に
三

世
代
が
住
ん
で
い
た
り
、
ご
近
所

同
士
声
を
か
け
あ
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
て
い
ま
し
た
。

今
は
「
子
ど
も
の
熱
が
出
た
、
ど

う
し
よ
う
」
っ
て
、
自
分
で
ネ
ッ

ト
で
調
べ
て
、
そ
れ
で
ま
た
不
安

の
種
に
な
る
。
そ
こ
か
ら
ま
た
子

ど
も
に
う
つ
っ
て
と
い
う
繰
り
返

し
に
な
っ
て
い
ま
す
。
子
育
て
の

不
安
か
ら
、
少
し
で
も
お
母
さ
ん

た
ち
を
解
放
し
て
あ
げ
る
こ
と
で

子
ど
も
た
ち
も
楽
に
な
っ
て
伸
び

伸
び
と
育
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

私
は
、
最
後
は
子
ど
も
た
ち
を
ど

う
救
う
か
が
日
本
の
未
来
を
つ
く

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
は
経
営

者
向
け
に
結
構
硬
い
と
こ
ろ
で
や

っ
て
い
ま
す
が
、
最
終
的
に
は
家

庭
や
子
ど
も
た
ち
と
い
う
と
こ
ろ

に
辿
り
着
く
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
そ
の
と
き
に
、
お
寺
が
ど

う
い
う
役
割
を
果
た
す
か
に
も
常

に
関
心
を
持
っ
て
い
ま
す
。
か
つ

て
お
寺
は
地
域
の
核
の
よ
う
な
存

在
だ
っ
た
の
で
す
か
ら
、
現
代
で

も
こ
れ
か
ら
も
で
き
る
こ
と
は
お

そ
ら
く
い
っ
ぱ
い
あ
る
と
思
い
ま

す
。地

元
の
お
寺
の
お
祭
り
じ
ゃ
な

い
で
す
が
、
人
が
集
ま
り
や
す
い

機
会
が
あ
っ
て
、
そ
の
中
で
ち
ょ

っ
と
勉
強
し
た
り
相
談
に
乗
っ
た

り
。
お
悩
み
、
お
困
り
ご
と
み
た

い
な
の
を
と
い
う
の
は
、
き
っ
と

一
番
適
し
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

と
思
う
ん
で
す
。
地
域
の
中
で
の

役
割
と
し
て
。

藤
木	

現
代
の
お
寺
に
は
、
地
域

と
の
繋
が
り
や
地
域
性
と
い
っ
た

も
の
が
希
薄
な
印
象
が
あ
り
ま
す

ね
。
残
念
な
こ
と
で
す
。
昔
は
ま

さ
し
く
「
駆
け
込
み
寺
」
と
い
う

く
ら
い
、
困
っ
た
と
き
に
は
お
寺

へ
な
ん
て
い
う
存
在
だ
っ
た
の
で

す
が
。

島
津	

う
ち
の
娘
も
怒
ら
れ
て
、

う
わ
っ
と
泣
い
た
と
思
っ
た
ら
、

ど
こ
か
へ
い
な
く
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。「
娘
が
い
な
い
、
ど

こ
へ
行
っ
た
ん
だ
」
と
焦
っ
て
探

し
て
い
た
ら
、
隣
の
お
家
で
テ
レ

ビ
を
観
て
い
る
ん
で
す
。（
笑
）
親

の
ほ
う
は
心
配
で
心
配
で
、「
お

隣
さ
ん
か
し
ら
」
と
イ
ン
タ
ー
ホ

ン
を
鳴
ら
し
た
ら
、「
あ
れ
、
娘

の
靴
が
あ
る
」。
奥
か
ら
テ
レ
ビ

を
観
て
あ
は
は
と
笑
っ
て
い
る
声

が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
怒
ら
れ
た

こ
と
を
忘
れ
て
も
う
け
ろ
っ
と
し

て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
う
い
う
場

所
が
あ
る
と
、
親
も
子
も
救
わ
れ

る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
お
じ
い
ち

ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
か
ご
近

所
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、
子
ど
も

が
叱
ら
れ
た
後
は
「
あ
そ
こ
に
い

る
だ
ろ
う
」
と
い
う
場
所
が
あ
る

と
。
そ
う
い
う
逃
げ
場
が
今
は
な

い
わ
け
で
す
よ
ね
、
今
の
子
ど
も

た
ち
の
中
に
は
。

藤
木	

お
寺
っ
て
結
構
広
い
境
内

が
あ
っ
て
、
遊
べ
る
場
所
も
い
く

ら
で
も
あ
り
ま
す
。

島
津	

絶
対
い
い
ん
で
す
。
積
極

的
な
逃
げ
場
と
い
い
ま
す
か
、
逃

げ
こ
ん
で
も
い
い
場
所
は
、
お
寺

し
か
な
い
で
す
よ
。
子
ど
も
の
居

場
所
づ
く
り
に
旗
を
振
れ
る
の
は

お
寺
し
か
な
い
で
す
。

日庭寺
相模原市緑区城山に完成した
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仏教企画の事務所が日庭寺と同じ住所になりました。

「
仏
教
企
画
通
信
」
第
57
号
で
私

が
今
建
て
て
い
る
お
寺
に
は
仏
具

類
が
な
に
も
そ
ろ
っ
て
い
な
い
と

訴
え
た
と
こ
ろ
、
早
速
に
岐
阜
県

の
ご
寺
院
か
ら
ご
寄
付
の
お
申
し

込
み
が
あ
り
お
送
り
い
た
だ
い
た
。

11
月
23
日
に
入
仏
落
慶
法
要
を
予

定
し
て
い
ま
す
の
で
お
送
り
い
た

だ
い
た
仏
具
が
間
に
合
う
こ
と
に

な
り
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

私
た
ち
夫
婦
の
20
年
来
念
願
の

お
寺
が
結
婚
50
年
の
金
婚
式
に
完

成
し
ま
し
た
。
私
の
現
在
の
住
職

地
は
檀
家
、
信
者
ゼ
ロ
の
お
寺
で

し
た
の
で
、
い
つ
か
は
我
が
寺
を

持
ち
た
か
っ
た
の
で
す
。
土
地
も

宗
教
法
人
「
日
庭
寺
」
で
購
入
し

ま
し
た
。
役
所
へ
の
申
請
も
す
べ

て
宗
教
法
人
「
日
庭
寺
」
で
進
め
、

確
認
申
請
も
「
日
庭
寺
」
で
許
可

さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
は
建
物
登
記
を
申
請
す
る

手
続
き
を
し
て
い
ま
す
。
文
科
省

あ
る
い
は
神
奈
川
県
か
ら
宗
教
法

人
の
認
可
が
出
る
ま
で
は
宗
教
団

体
と
し
て
活
動
い
た
し
ま
す
。

さ
て
ど
の
よ
う
な
寺
な
の
か
は

写
真
で
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
が
、

い
よ
い
よ
11
月
９
日
か
ら
落
慶
ウ

イ
ー
ク
と
し
て
様
々
な
企
画
を
立

て
ま
し
た
。
こ
の
原
稿
を
書
い
て

い
る
の
が
11
月
3
日
で
活
動
の
始

ま
る
９
日
ま
で
に
は
６
日
間
し
か

あ
り
ま
せ
ん
、
地
域
の
人
々
に
は

な
じ
み
が
な
い
寺
で
す
か
ら
ど
れ

だ
け
の
人
が
来
て
下
さ
る
の
か
焦

り
ま
す
。
人
集
め
の
た
め
に
新
聞

折
込
用
の
チ
ラ
シ
9
0
0
0
枚

印
刷
し
11
月
４
日
朝
に
読
売
と
朝

日
新
聞
販
売
所
か
ら
発
信
さ
れ
ま

す
。
と
に
か
く
や
っ
て
み
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
の
信
念
で
す
が
結

果
は
全
く
分
か
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
こ
の
結
果
か
ら
し
か
次
の
ス
テ

ッ
プ
が
生
ま
れ
な
い
と
も
考
え
る

か
ら
で
す
。

さ
て
、
新
規
に
開
教
す
る
に
は

浄
土
真
宗
本
願
寺
さ
ん
か
ら
学
ぶ

こ
と
が
多
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

特
に
東
京
を
中
心
に
し
て
関
東
一

円
で
は
築
地
本
願
寺
さ
ん
が
大
き

な
役
割
を
し
て
い
ま
す
。
都
市
開

教
を
目
指
す
若
い
僧
を
築
地
本
願

寺
の
出
張
所
員
と
し
て
任
命
し
、

2
年
か
ら
3
年
間
給
料
を
支
給
し

て
支
援
す
る
の
で
す
。
ま
ず
は
一

軒
家
を
借
り
て
６
畳
間
か
ら
の
出

発
で
す
。
若
い
僧
は
ま
ず
葬
儀
屋

さ
ん
、
互
助
会
と
縁
を
持
ち
葬
儀

か
ら
信
者
さ
ん
と
の
縁
を
結
び
ま

す
。
こ
の
出
会
い
を
大
事
に
し
て

多
分
10
年
か
ら
15
年
で
４
〜
５
百

軒
の
お
勤
め
を
し
て
資
金
を
た
め

て
小
さ
な
お
寺
を
建
立
し
ま
す
。

借
家
か
ら
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
な
り

ま
す
。
私
は
何
人
も
こ
の
よ
う
な

中
か
ら
お
寺
を
建
て
立
派
に
寺
院

運
営
を
し
て
い
る
人
を
見
て
き
ま

し
た
。
築
地
本
願
寺
の
出
張
所
か

ら
独
立
し
て
一
宗
教
法
人
に
な
っ

て
い
く
の
で
す
。
本
願
寺
さ
ん
の

取
り
組
み
と
若
い
僧
の
長
い
努
力

が
実
を
結
ん
で
い
き
ま
す
。

曹
洞
宗
で
も
遅
れ
ば
せ
な
が
ら

で
も
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
で

き
な
い
も
の
だ
ろ
う
か
。
宗
制
を

見
直
し
て
意
欲
あ
る
方
々
が
動
き

や
す
い
よ
う
に
す
べ
き
と
考
え
ま

す
が
読
者
諸
師
は
ど
う
考
え
ま
す

か
。

『修証義』 解説　丸山劫外著  1,400円 ★

『うたい継ごうよ、子守唄』　長田暁二・西舘好子共著 1,200円 ★

『まんが問答一期一話』　文 平和宏昭　まんが 垣内敬遠 1,200円 ★

『葬送のしおり』　長井龍道著  30円

修証義読本 『生老病死』　須田道輝著  500円 ★

『曹洞宗檀信徒経典』　須田道輝解説  300円 ★

曹洞宗檀信徒必読 『供養のすべて』　霊元丈法著 140円 ★

曹洞宗檀信徒必読 『葬儀のすべて』　霊元丈法著 150円 ★

『修
し ゅ

証
し ょ う

義
ぎ

』解説
道元禅師に学ぶ人間の道
丸山劫外 著

発行所: 仏教企画
発売元: 佼成出版社
定価: 本体1400円+税

おもとめは下記お申込先までご連絡ください

（ ★ 部数により割引があります）　すべて税別価格です

 9部以下 200円
10部以上 150円に割引
20部以上 135円に割引
50部以上 130円に割引
100部以上 120円に割引
200部以上 110円に割引
300部以上 100円に割引
500部以上   90円に割引

春 彼岸号 2月10日
夏 お盆号 5月30日
秋 彼岸号 8月20日
冬 正月号 10月30日

1部 200円

発行日

曹洞禅グラフ 

所在地 寺院名（個人名） 金額

神奈川県 青木義次（72） 8,000
埼玉県 宝光寺 10,000
秋田県 歓喜寺 10,000
秋田県 円通寺 5,000
宮城県 皆伝寺 10,000
岩手県 福蔵寺 9,124
茨城県 龍泉院 10,000

神奈川県 青木義次（73） 8,000
宮城県 光厳寺 10,000
兵庫県 瑞雲寺 10,000
岩手県 長福寺 10,000
滋賀県 慈眼院 10,000
三重県 光明寺 10,000
長野県 常圓寺 10,000
山形県 大寿昭芳 2,150
埼玉県 見性院 10,000
三重県 地蔵院 10,000
新潟県 永林寺 5,000
北海道 普光寺 10,000

神奈川県 松田 薫 10,000
静岡県 宿蘆寺 30,000
静岡県 天林寺 10,000
埼玉県 曹源寺 10,000
三重県 傳法寺 5,000

神奈川県 青木義次（74） 8,000
山形県 長應字 10,000
鳥取県 林泉寺 10,000
千葉県 宗胤寺 10,000
茨城県 藤長寺 10,000
静岡県 龍雲寺 5,000

合 計 285,274 

手 ま り 学 園
寄附者御芳名

てまり学園にご支援をいただき
誠にありがとうございます。

仏 教 企 画 発 行 の 刊 行 物

Ｒ1/8/1～10/21

〒252-0113　神奈川県相模原市緑区城山4-2-5
TEL: 042-703-8641　FAX: 042-782-5117　Email: fujiki@water.ocn.ne.jp

仏教企画

お申込み

※ご寺院名後の番号（3桁もしくは 4桁）がお客様番号（コード）になります。
　お申込みは　①ご寺院名　②お客様番号　③電話番号でも可能です。

＊『仏教企画通信』を10部以上購読希望の方は一部100円で頒布致します。同封はがきの空欄
にその旨をお書きください。（消費税、送料別）

総　　序──仏法に出会えた幸せ

懺悔滅罪──広々とした仏の御前に

受戒入位──仏の灯りに照らされて

発願利生──ともに手をたずさえて

行持報恩──あなたもやがて仏に

編

集

後

記

藤
木
隆
宣


